
－１－ 

平
成
二
十
一
年
第
八
回
垂
井
町
議
会
臨
時
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

平
成
二
十
一
年
十
一
月
二
十
七
日
（
金
曜
日
） 

一 

出
席
議
員
及
び
欠
席
議
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

出
席
議
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一 
 

番 
 

藤 

墳 
 

 

理 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二 
 

番 
 

吉 

野 
 

 

誠 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三 
 

番 
 

木 

村 

千 

秋 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四 
 

番 
 

栗 

田 

利 

朗 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
五 

 

番 
 

広 

瀬 

文 

典 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
六 

 

番 
 

奥 

村 

耕 

作 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

七 
 

番 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

八 
 

番 
 

末 

政 

京 

子 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

九 
 

番 
 

岩 

崎 

秋 

夫 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

十 
 

番 
 

丹 
羽 

豊 

次 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
一 

 

番 
 

小 

林 
敏 

美 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
二 
 

番 
 

広 

瀬 
 

 
康 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
三 

 

番 
 

衣 

斐 

弘 
修 
君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

欠
席
議
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

な 
 

し 

 二 

地
方
自
治
法
第
百
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
説
明
の
た
め
出
席
し
た
者 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

町

長 
 

中 

川 

満 

也 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

副

町

長 
 

西 
 

 

哲 

也 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

総

務

課

長 
 

若 

山 

隆 

史 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

企

画

調

整

課

長 
 

桐 

山 

浩 

治 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

税

務

課

長 
 

江 

崎 

徳 

夫 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

健

康

福

祉

課

長 
 

小 

川 

孝 

夫 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

住

民

課

長 
 

永 

澤 

幸 

男 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

建

設

課

長 
 

高 

木 

栄
太
郎 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

産

業

課

長 
 

三 

浦 

高 

雄 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

下

水

道

課

長 
 

小 

林 

徹 

雄 

君 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

小 

藪 

鉄 

男 

君 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

消

防

主

任 
 

山 

田 

敏 

郎 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

水

道

課

長 
 

古 

山 

則 

雄 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教

育

長 
 

渡 

辺 

眞 

悟 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

学

校

教

育

課

長 
 

興 
 

 

慈 

善 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

生

涯

学

習

課

長 
 

乾 
 

 
 

 

豊 

君 

 三 

職
務
の
た
め
出
席
し
た
事
務
局
職
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

事

務

局

長 
 

高 

木 

一 

幸 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

書

記 
 

久
保
田 

陽 

一 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

書

記 
 

三 

木 

弘 

子 

 四 

議
事
日
程 

 

平
成
二
十
一
年
第
八
回
垂
井
町
議
会
臨
時
会
議
事
日
程 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

開
議 

平
成
二
十
一
年
十
一
月
二
十
七
日
（
金
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

午
前
九
時 

日
程
第
一 

議
第
六
十
八
号 

垂
井
町
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

会

計

管

理

者

兼 

会

計

課

長
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日
程
第
二 

議
第
六
十
九
号 

垂
井
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て 

日
程
第
三 

議
第

七

十

号 

平
成
二
十
一
年
度
垂
井
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
五
号
） 

 五 

本
日
の
会
議
に
付
し
た
事
件 

日
程
第
一
か
ら
日
程
第
三
ま
で 

追
加
日
程 

議
会
議
案
第
二
号 

垂
井
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て 

 六 

会
議
の
次
第 

○
議
長
（
衣
斐
弘
修
君
） 

こ
れ
よ
り
平
成
二
十
一
年
第
八
回
垂
井
町
議
会
臨

時
会
を
開
会
し
、
直
ち
に
本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
。
（
午
前
九
時
一
分
） 

 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

今
臨
時
会
の
会
期
は
、
本
日
一
日
と
い
た
し
た
い
が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ

り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
会
期
は
本
日
一
日
と
決
定
し
ま
し

た
。 

 

本
日
の
会
議
録
署
名
議
員
に
は
、
会
議
規
則
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、

一
番
藤
墳
理
君
、
二
番
吉
野
誠
君
を
指
名
い
た
し
ま
す
。 

 

本
日
の
議
事
日
程
は
、
あ
ら
か
じ
め
印
刷
し
て
お
手
元
に
配
付
い
た
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
よ
り
議
事
日
程
に
入
り
ま
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

日
程
第
一 

議
第
六
十
八
号 

垂
井
町
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

○
議
長
（
衣
斐
弘
修
君
） 

日
程
第
一
、
議
第
六
十
八
号
垂
井
町
常
勤
の
特
別

職
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま

す
。 

 

朗
読
を
省
略
し
、
提
案
者
の
説
明
を
求
め
ま
す
。
町
長
中
川
満
也
君
。 

 
 

 

〔
町
長
中
川
満
也
君
登
壇
〕 

○
町
長
（
中
川
満
也
君
） 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

そ
れ
で
は
、
議
第
六
十
八
号
垂
井
町
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
提
案
理
由
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
回
の
改
正
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
般
職
職
員
の
給
与
改
定
に
伴
い
、
期

末
手
当
の
支
給
割
合
を
改
定
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

細
部
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
務
課
長
に
補
足
説
明
を
い
た
さ
せ
ま
す
の
で
、

十
分
御
審
議
の
上
、
御
賛
同
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。 

○
議
長
（
衣
斐
弘
修
君
） 

総
務
課
長
若
山
隆
史
君
。 

 
 

 

〔
総
務
課
長
若
山
隆
史
君
登
壇
〕 

○
総
務
課
長
（
若
山
隆
史
君
） 

た
だ
い
ま
上
程
さ
れ
ま
し
た
議
第
六
十
八
号

垂
井
町
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、

補
足
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

今
回
の
条
例
改
正
に
つ
き
ま
し
て
は
、
去
る
八
月
十
一
日
に
平
成
二
十
一

年
人
事
院
勧
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
国
の
取
り
扱
い
に
準
じ
ま
し
て
、

期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
引
き
下
げ
る
も
の
で
、
支
給
基
準
日
の
十
二
月
一

日
ま
で
に
条
例
改
正
を
公
布
す
る
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
次
の
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日
程
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
議
案
と
も
ど
も
に
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

今
回
の
改
正
は
、
六
月
期
の
期
末
手
当
支
給
割
合
の
引
き
下
げ
を
五
月
二

十
八
日
の
臨
時
会
に
お
い
て
暫
定
的
に
附
則
に
て
改
正
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
方
法
と
は
異
に
い
た
し
ま
し
て
、
本
則
を
改
正
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

お
手
元
に
条
項
別
の
新
旧
対
照
表
が
配
付
さ
れ
て
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
御

参
照
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
れ
で
は
、
改
正
す
る
条
例
の
本
文
に
入
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

垂
井
町
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
第
五
条
第
二
項
中
と
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

期
末
手
当
の
支
給
割
合
の
う
ち
、
六
月
支
給
か
ら
始
め
ま
す
け
れ
ど
も
、
六

月
支
給
に
お
い
て
「
百
分
の
二
百
十
二
・
五
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
「
百

分
の
百
九
十
五
」
に
、
百
分
の
十
七
・
五
を
減
じ
る
も
の
。 

 

続
き
ま
し
て
、
十
二
月
支
給
に
お
い
て
「
百
分
の
二
百
三
十
二
・
五
」
と

な
っ
て
い
ま
す
も
の
を
「
百
分
の
二
百
二
十
」
に
、
百
分
の
十
二
・
五
を
減

じ
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

附
則
を
ご
ら
ん
い
た
だ
き
ま
す
と
、
こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
一
年
十
二

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
た
だ
し
書
き
で
、

改
正
の
条
文
中
の
六
月
支
給
分
で
ご
ざ
い
ま
す
「
百
分
の
二
百
十
二
・
五
」

を
「
百
分
の
百
九
十
五
」
改
め
る
部
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
二
年

四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
と
い
た
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

よ
ろ
し
く
お
願
い
を
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
引
き
下

げ
に
よ
り
ま
し
て
二
十
万
円
弱
の
関
係
す
る
予
算
を
減
じ
る
こ
と
が
可
能
と

い
う
よ
う
な
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

以
上
、
補
足
説
明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
御
審
議
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

○
議
長
（
衣
斐
弘
修
君
） 

こ
れ
よ
り
質
疑
に
入
り
ま
す
。 

 

質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

こ
れ
よ
り
討
論
に
入
り
ま
す
。
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

こ
れ
よ
り
採
決
に
入
り
ま
す
。 

 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

議
第
六
十
八
号
垂
井
町
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
御
異
議
あ

り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

日
程
第
二 

議
第
六
十
九
号 

垂
井
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

○
議
長
（
衣
斐
弘
修
君
） 

日
程
第
二
、
議
第
六
十
九
号
垂
井
町
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 
朗
読
を
省
略
し
、
提
案
者
の
説
明
を
求
め
ま
す
。
町
長
中
川
満
也
君
。 

 
 

 
〔
町
長
中
川
満
也
君
登
壇
〕 

○
町
長
（
中
川
満
也
君
） 

そ
れ
で
は
、
議
第
六
十
九
号
垂
井
町
職
員
の
給
与
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に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
提
案
理
由
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
今
回
の
改
正
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
に
準
じ
て
給
料
、
住
居
手
当
、
期
末

手
当
及
び
勤
勉
手
当
を
改
定
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

細
部
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
務
課
長
に
補
足
説
明
を
い
た
さ
せ
ま
す
の
で
、

十
分
御
審
議
の
上
、
御
賛
同
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。 

○
議
長
（
衣
斐
弘
修
君
） 
総
務
課
長
若
山
隆
史
君
。 

 
 

 

〔
総
務
課
長
若
山
隆
史
君
登
壇
〕 

○
総
務
課
長
（
若
山
隆
史
君
） 
た
だ
い
ま
上
程
さ
れ
ま
し
た
議
第
六
十
九
号

垂
井
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
の
補
足
説
明
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

今
回
の
改
正
は
、
六
十
八
号
で
も
申
し
ま
し
た
が
、
去
る
八
月
十
一
日
の

人
事
院
勧
告
に
よ
り
ま
す
国
家
公
務
員
の
平
成
二
十
一
年
給
与
改
定
に
伴
い

ま
し
て
、
国
の
対
応
に
準
じ
て
垂
井
町
職
員
の
給
与
の
改
定
を
行
う
も
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。 

 

改
正
ポ
イ
ン
ト
は
大
き
く
三
点
ご
ざ
い
ま
し
て
、
一
点
目
は
、
民
間
給
与

と
の
格
差
を
考
慮
し
ま
し
て
、
俸
給
月
額
を
若
年
層
、
給
料
表
の
一
部
を
除

い
て
平
均
〇
・
二
％
引
き
下
げ
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
二
点
目

は
、
自
宅
に
係
り
ま
す
住
居
手
当
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
月
額
二
千
五
百
円
を

最
大
五
年
間
支
給
す
る
制
度
の
廃
止
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
三
点
目
は
、

民
間
の
支
給
割
合
に
見
合
い
ま
す
よ
う
、
期
末
・
勤
勉
手
当
の
引
き
下
げ
を

行
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

こ
れ
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
ほ
か
附
則
に

て
、
こ
の
十
二
月
期
の
期
末
手
の
額
か
ら
一
定
の
計
算
で
算
出
さ
れ
ま
す
調

整
額
を
こ
の
十
二
月
期
末
手
当
か
ら
引
き
去
る
旨
の
規
定
も
い
た
し
て
お
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

そ
れ
で
は
本
文
に
入
り
ま
す
前
に
、
お
手
元
に
配
付
し
て
ご
ざ
い
ま
す
新

旧
対
照
表
を
御
参
照
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 

こ
の
改
正
条
例
は
、
施
行
日
を
変
え
て
設
定
す
る
た
め
に
、
大
き
く
第
一

条
と
第
二
条
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

そ
れ
で
は
、
第
一
条
の
垂
井
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
と
い
う
部
分
か
ら
入
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
の
次
に
示
し
て
ご
ざ
い
ま
す
、
第
一
条
の
次
で
ご
ざ
い
ま
す
。
「
第
十

一
条
の
二
第
一
項
第
一
号
中
「
第
三
号
」
を
「
次
号
」
に
改
め
」
か
ら
始
ま

り
ま
し
て
、
五
行
目
の
上
、
「
「
第
一
号
」
を
「
前
号
」
に
改
め
、
同
号
を

同
項
第
二
号
と
す
る
」
と
い
う
部
分
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
が
ポ
イ
ン
ト
二

で
申
し
ま
し
た
自
宅
に
係
る
住
居
手
当
の
部
分
で
ご
ざ
い
ま
す
。
新
築
ま
た

は
購
入
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の
に
居
住
し
て
い

る
職
員
で
、
世
帯
主
で
あ
る
者
に
対
し
て
月
額
二
千
五
百
円
を
支
給
し
て
、

最
大
五
年
を
経
過
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
五
年
ま
で
と
い
う
こ
と
に

な
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
住
居
手
当
を
廃
止
い
た
す
も
の

で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
ま
し
て
、
新
旧
対
照
表
を
ご
ら
ん
い
た
だ
き

ま
す
と
、
住
居
手
当
の
部
分
、
第
十
一
条
の
二
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
次
を
め

く
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
二
ペ
ー
ジ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
下
側
の
二
号
に
掲
げ

て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
線
が
引
い
て
あ
る
部
分
に
関
し
ま
し
て
は
、
全
文
削
除

で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
三
号
に
記
載
さ
れ
て
い
る
部
分
を
二

号
に
改
め
る
と
。 

 
二
項
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
ま
す
そ
れ
ぞ
れ
の
整
理
で
ご

ざ
い
ま
す
。
条
文
内
の
整
理
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

そ
れ
か
ら
、
下
側
の
二
項
第
二
号
を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
「
前
項
第
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二
号
に
掲
げ
る
職
員 

二
千
五
百
円
」
と
あ
る
部
分
を
全
文
削
除
い
た
す
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
三
号
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
削
除
し
た
部
分
に
つ
い

て
の
そ
れ
ぞ
れ
の
条
文
を
見
直
す
と
い
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

次
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
条
例
本
文
の
方
に
入
り
ま
す
が
、
第
十
九

条
第
二
項
中
と
ご
ざ
い
ま
す
の
は
、
こ
れ
は
期
末
手
当
の
規
定
を
い
た
し
た

も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
中
の
「
百
分
の
百
六
十
」
を
「
百
分
の
百
五

十
」
に
改
め
る
と
い
う
こ
と
で
、
百
分
の
十
を
減
じ
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

続
き
ま
し
て
、
同
条
第
三
項
中
と
あ
り
ま
す
の
は
、
再
任
用
職
員
の
期
末

手
当
の
率
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
こ
の
「
百
分
の
百
六
十
」

を
「
百
分
の
百
五
十
」
に
、
と
い
い
ま
す
の
は
、
い
わ
ゆ
る
正
規
職
員
の
部

分
を
言
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
部
分
を
「
百
分
の
八
十
五
」
を

「
百
分
の
八
十
」
に
改
め
る
と
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
再
任
用
職
員
に
関
し

て
は
「
百
分
の
八
十
」
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

続
き
ま
し
て
、
第
二
十
条
第
二
項
第
一
号
中
と
い
う
の
は
、
勤
勉
手
当
で

ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
中
の
「
百
分
の
七
十
五
」
を
「
百
分
の
七
十
」
に
改
め

る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

続
き
ま
し
て
、
別
表
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
と
い
う
こ
と
で
、
お
め

く
り
を
い
た
だ
き
ま
す
と
、
二
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
給
料
表
が
ご
ざ
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
国
家
公
務
員
の
十
級
制
の
う
ち
、
私
ど
も
は
七
級
制
を
採
用
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
形
に
そ
れ
ぞ
れ
の
号
給
が
変
更
さ
れ
る
わ

け
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
後
ほ
ど
出
て
き
ま
す
け
れ
ど
も
、
あ
ら
か
じ

め
こ
こ
で
申
し
上
げ
ま
す
。
給
料
表
の
一
級
、
二
級
、
三
級
と
い
う
部
分
が

ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
う
ち
で
一
部
分
が
減
額
し
な
い
、
い
わ
ゆ
る

若
年
層
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
以
外
の
号
給
で
も
っ
て
調
整
し
て
い
く
と
い

う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

め
く
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
後
ろ
か
ら
二
ペ
ー
ジ
目
の
左
側
で
ご
ざ
い

ま
す
。
第
二
条
と
い
う
部
分
が
出
て
ま
い
り
ま
す
。
垂
井
町
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
が
先

ほ
ど
申
し
ま
し
た
、
大
き
く
第
一
条
と
第
二
条
に
分
け
て
い
る
第
二
条
分
で

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
文
の
中
に
第
十
九
条
第
二
項
中
と
書
い
て
ご
ざ
い
ま
す

の
は
、
六
月
期
に
支
給
す
る
期
末
手
当
の
率
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
こ
で
「
百

分
の
百
四
十
」
を
「
百
分
の
百
二
十
五
」
に
改
め
る
と
い
う
こ
と
で
、
百
分

の
十
五
を
減
じ
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
さ
き
の
五
月
二
十
八
日

の
臨
時
会
で
は
、
本
文
を
な
ぶ
ら
ず
に
附
則
で
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
今
回
本
文
を
改
正
さ
せ
て
い
た
だ
く
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。 

 

続
い
て
、
同
条
第
三
項
中
と
い
う
の
は
再
任
用
職
員
の
規
定
の
部
分
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
「
百
分
の
百
四
十
」
を
「
百
分
の
百
二
十
五
」
と
い
う
の
は
、

正
職
員
の
率
の
部
分
を
次
の
「
百
分
の
七
十
五
」
を
「
百
分
の
六
十
五
」
に
、

そ
れ
か
ら
「
百
分
の
八
十
」
を
「
百
分
の
八
十
五
」
に
改
め
る
と
い
う
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
が
再
任
用
職
員
の
部
分
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

続
き
ま
し
て
、
第
二
十
条
第
二
項
第
二
号
中
と
い
う
部
分
は
、
こ
ち
ら
が

再
任
用
職
員
の
勤
勉
手
当
の
部
分
で
ご
ざ
い
ま
す
。
「
、
六
月
に
支
給
す
る

場
合
に
お
い
て
は
」
及
び
「
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分

の
四
十
」
を
削
る
と
い
う
こ
と
で
、
最
終
的
に
百
分
の
三
十
五
と
い
う
数
字

が
残
り
ま
す
。
こ
れ
は
六
月
期
も
十
二
月
期
も
と
も
に
こ
の
百
分
の
三
十
五

に
す
る
と
い
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
続
き
ま
し
て
附
則
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

一
項
で
は
施
行
期
日
を
定
め
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十

一
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
と
い
う
ふ
う
に
定
め
て
お
り
ま
す
が
、
た
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だ
し
書
き
で
、
第
二
条
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
規
定
は
、
平
成
二

十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
と
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
六
月
期
の
関
係

す
る
部
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
来
年
の
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
と
い
う
ふ

う
に
規
定
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

続
き
ま
し
て
第
二
項
で
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
二
十
一
年
十
二
月
に
支
給
す

る
期
末
手
当
に
関
す
る
特
例
措
置
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
が
先
ほ
ど
も
申
し

ま
し
た
調
整
額
の
関
係
で
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
二
十
一
年
十
二
月
に
支
給
す

る
期
末
手
当
の
額
は
、
改
正
後
の
垂
井
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
第
十

九
条
第
二
項
、
こ
れ
は
期
末
手
当
の
部
分
を
示
し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

こ
こ
の
額
か
ら
、
次
に
一
号
か
ら
言
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
の
一

号
の
中
に
規
定
い
た
し
て
お
り
ま
す
額
、
算
定
手
法
に
よ
り
ま
し
て
、
こ
れ

を
調
整
額
と
い
う
形
で
こ
の
期
末
手
当
か
ら
減
じ
る
と
い
う
部
分
で
ご
ざ
い

ま
す
。 

 

一
号
を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
こ
れ
は
括
弧
、
括
弧
と
い
う
形
で
ず
う

っ
と
続
き
ま
す
け
れ
ど
も
、
一
号
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日 

―
― 

め
く

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
中
ほ
ど
ま
で
飛
び
ま
す 

―
― 

に
お
い
て
減
額
改
定

対
象
職
員
、
こ
の
減
額
改
定
対
象
職
員
は
、
先
ほ
ど
給
料
表
で
説
明
い
た
し

ま
し
た
一
級
、
二
級
、
三
級
の
給
料
表
の
区
分
の
中
で
左
側
に
枠
内
に
定
め

て
お
り
ま
す
号
給
、
一
級
に
関
し
て
は
一
号
給
か
ら
五
十
六
号
給
ま
で
、
そ

れ
か
ら
二
級
で
は
一
号
給
か
ら
二
十
四
号
給
ま
で
、
三
級
で
は
一
号
給
か
ら

八
号
給
ま
で
は
、
こ
れ
を
減
額
改
定
対
象
外
と
す
る
と
い
う
も
の
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
減
額
改
定
対
象
職
員
以
外
の
職
員
が
受
け
る
べ
き
給
料
、
管
理
職

手
当
、
初
任
給
調
整
手
当
、
垂
井
町
は
現
在
は
な
い
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

そ
れ
か
ら
扶
養
手
当
、
住
居
手
当
及
び
単
身
赴
任
手
当
、
単
身
赴
任
手
当
も

現
在
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
の
月
額
の
合
計
額
に
百
分
の
〇
・
二
四
を
乗
じ

て
得
た
額
に
、
同
月
か
ら
で
す
の
で
、
四
月
か
ら
施
行
日
の
属
す
る
月
の
前

月
ま
で
の
月
数
、
し
た
が
い
ま
し
て
、
十
二
月
が
施
行
日
に
な
り
ま
す
の
で
、

そ
の
前
月
十
一
月
ま
で
の
四
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
八
カ
月
分
を
掛
け
合
わ

せ
て
得
た
、
い
わ
ゆ
る
調
整
額
を
期
末
手
当
か
ら
引
き
去
る
と
い
う
も
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
百
分
の
〇
・
二
四
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
十
万
円
で

す
と
二
百
四
十
円
と
い
う
よ
う
な
、
一
月
分
で
す
ね
。
十
万
円
、
二
十
万
円
、

三
十
万
円
、
四
十
万
円
と
給
与
が
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ

う
い
っ
た
規
模
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
調
整
額
を
引
き
去
る
と
。 

 

そ
れ
か
ら
二
号
で
は
、
枠
の
次
で
す
ね
。
二
号
、
平
成
二
十
一
年
六
月
一

日
に
お
い
て
減
額
改
定
対
象
職
員
で
あ
っ
た
者
に
同
月
支
給
さ
れ
た
期
末
手

当
及
び
勤
勉
手
当
の
合
計
額
に
百
分
の
〇
・
二
四
を
乗
じ
て
得
た
額
。
こ
れ

は
六
月
に
支
給
さ
れ
た
期
末
・
勤
勉
手
当
、
こ
ち
ら
か
ら
も
百
分
の
〇
・
二

四
を
引
き
ま
す
よ
と
い
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
大
体
こ
の
合
計
額
が
百
万

円
と
仮
に
い
た
し
ま
す
と
、
〇
・
二
四
％
で
す
と
二
千
四
百
円
余
り
と
い
う

形
に
な
り
ま
す
。 

 

次
の
最
終
ペ
ー
ジ
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
三
項
と
し
て
、
町
の
規
則

へ
の
委
任
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
前
項
の
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の

条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
町
の
規
則
で
定
め
る
と
い
う
こ
と
で

附
則
を
構
成
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

 

ち
な
み
に
、
今
回
の
減
額
を
い
た
し
た
財
政
的
な
関
係
で
ご
ざ
い
ま
す
け

れ
ど
も
、
一
般
職
員
、
教
育
長
さ
ん
も
含
み
ま
す
け
れ
ど
も
、
一
千
万
円
強

の
減
額
に
な
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
以
上
、
補
足
説
明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
御
審
議
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

○
議
長
（
衣
斐
弘
修
君
） 

こ
れ
よ
り
質
疑
に
入
り
ま
す
。 
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質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 
質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

こ
れ
よ
り
討
論
に
入
り
ま
す
。 

 
 

 

〔
挙
手
す
る
者
あ
り
〕 

 

十
二
番
広
瀬
康
君
。 

 
 

 

〔
広
瀬
康
君
登
壇
〕 

○
十
二
番
（
広
瀬
康
君
） 
五
月
の
議
会
の
と
き
に
、
暫
定
的
に
引
き
下
げ
ら

れ
た
あ
の
案
に
も
私
は
反
対
を
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
人
事
院
勧
告
だ
か

ら
と
い
っ
て
、
人
事
院
勧
告
は
国
家
公
務
員
の
争
議
権
を
剥
奪
し
て
、
そ
の

剥
奪
と
い
う
言
葉
は
私
の
思
い
で
す
か
ら
、
一
般
的
に
は
あ
れ
か
も
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
結
局
人
事
院
に
何
も
か
も
任
せ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で

す
ね
。
で
も
、
諸
外
国
で
は
そ
う
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
必
ず
団
体
交

渉
権
が
あ
る
し
、
争
議
権
も
あ
る
。
そ
う
い
う
の
が
何
十
年
も
続
い
て
お
る

わ
け
で
す
ね
、
日
本
の
場
合
は
。
そ
う
い
う
中
で
、
人
事
院
が
民
間
の
そ
れ

に
大
体
類
似
し
た
と
こ
ろ
、
調
査
し
た
結
果
を
出
し
た
わ
け
で
す
ね
。
で
も
、

結
局
今
度
の
公
務
員
へ
の
引
き
下
げ
の
問
題
は
、
こ
の
不
況
期
に
何
を
言
っ

て
お
る
ん
や
と
い
う
言
い
方
を
す
る
わ
け
で
す
ね
。
で
も
、
不
況
を
引
き
起

こ
し
た
の
は
だ
れ
か
。
全
部
で
は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
大
企
業
の
、
根
本

的
に
は
ア
メ
リ
カ
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
か
ら
始
ま
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
値
下
げ
を
し
て
い
く
方
向
の
中
に
、
日
本
人
的
か
も
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
う
ら
や
ま
し
が
る
と
い
う
の
か
、
そ
う
い
う
関
係
が
あ
っ

て
、
ど
う
し
て
も
何
で
お
れ
ん
た
ば
か
り
下
げ
な
い
か
ん
の
か
と
い
う
こ
と
、

あ
る
い
は
ま
た
、
お
れ
ら
だ
け
が
こ
ん
な
窮
屈
な
目
を
せ
な
い
か
ん
の
か
と
、

公
務
員
は
い
い
目
を
し
て
お
る
や
な
い
か
と
、
そ
う
い
う
考
え
方
が
基
本
に

あ
る
わ
け
で
す
ね
。
こ
の
考
え
方
と
い
う
の
は
、
僕
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
に
言

え
ば
全
く
お
粗
末
な
思
考
な
ん
で
す
ね
。
働
く
者
が
、
給
与
が
べ
ら
ぼ
う
な

格
差
が
あ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
少
な
く
と
も
、
ず
う
っ
と
今
ま

で
行
わ
れ
て
き
た
公
務
員
の
給
与
の
問
題
は
決
し
て
不
当
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
む
し
ろ
引
き
下
げ
て
、
特
に
大
企
業
は
そ
う
な
ん
で
す
け
ど
、

派
遣
法
を
強
引
に
通
し
て
、
勝
手
の
い
い
と
き
に
使
い
、
勝
手
の
悪
い
と
き

に
は
切
り
捨
て
る
と
い
う
や
り
方
を
し
て
き
た
、
こ
の
全
体
の
流
れ
に
便
乗

し
て
人
事
院
も
ま
た
い
く
と
い
う
、
こ
の
基
本
的
な
考
え
方
が
私
は
間
違
っ

て
お
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。 

 

で
す
か
ら
、
今
総
務
課
長
か
ら
る
る
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
本
当
に
や

や
こ
し
い
改
定
で
、
皆
さ
ん
、
わ
か
り
ま
し
た
か
、
わ
か
ら
へ
ん
で
し
ょ
う
、

ほ
と
ん
ど
。
そ
う
い
う
中
で
、
わ
ず
か
ば
か
り
か
も
わ
か
ら
ん
け
れ
ど
も
減

額
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
。
だ
け
ど
、
一
番
最
後
に
も
お
っ
し
ゃ
ら
れ
ま
し

た
け
れ
ど
も
、
大
体
一
般
職
の
切
り
下
げ
で
一
千
万
円
の
減
額
に
な
る
と
い

う
こ
と
な
ん
で
す
よ
。
大
き
な
も
の
な
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
は
、
同
時
に
景

気
を
刺
激
す
る
ど
こ
ろ
か
冷
や
す
と
い
う
逆
効
果
も
あ
る
わ
け
で
す
よ
ね
。

で
す
か
ら
、
こ
う
い
う
や
り
方
に
私
は
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、

人
事
院
勧
告
そ
の
も
の
に
つ
い
て
疑
議
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
五
月
と
同
じ
よ

う
に
反
対
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

○
議
長
（
衣
斐
弘
修
君
） 

ほ
か
に
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

こ
れ
を
も
っ
て
討
論
を
終
結
い
た
し
ま
す
。 

 
こ
れ
よ
り
採
決
に
入
り
ま
す
。 

 

採
決
は
起
立
に
よ
り
行
い
ま
す
。 

 

議
第
六
十
九
号
垂
井
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
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て
は
、
こ
れ
を
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
の
起
立
を
求

め
ま
す
。 

 
 

 
〔
賛
成
者
起
立
〕 

 

起
立
多
数
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

日
程
第
三 

議
第
七
十
号 

平
成
二
十
一
年
度
垂
井
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
五
号
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

○
議
長
（
衣
斐
弘
修
君
） 

日
程
第
三
、
議
第
七
十
号
平
成
二
十
一
年
度
垂
井

町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
五
号
）
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 

朗
読
を
省
略
し
、
提
案
者
の
説
明
を
求
め
ま
す
。
町
長
中
川
満
也
君
。 

 
 

 

〔
町
長
中
川
満
也
君
登
壇
〕 

○
町
長
（
中
川
満
也
君
） 

議
第
七
十
号
平
成
二
十
一
年
度
垂
井
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
五
号
）
に
つ
い
て
提
案
理
由
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
回
の
補
正
は
二
千
八
十
九
万
五
千
円
の
追
加
で
、
予
算
総
額
は
八
十
四

億
四
千
七
百
五
十
万
三
千
円
と
な
り
ま
す
。 

 

補
正
い
た
し
ま
す
も
の
は
、
総
務
費
で
は
過
年
度
分
国
・
県
返
還
金
の
増

額
措
置
を
い
た
し
ま
し
た
。 

 

衛
生
費
で
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成
金
の
増
額

措
置
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

財
源
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
県
支
出
金
及
び
繰
越
金
よ
り
収
支
の
均
衡
を

図
っ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

 

細
部
に
つ
き
ま
し
て
は
総
務
課
長
に
補
足
説
明
を
い
た
さ
せ
ま
す
の
で
、

十
分
御
審
議
の
上
、
御
賛
同
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。 

○
議
長
（
衣
斐
弘
修
君
） 

総
務
課
長
若
山
隆
史
君
。 

 
 

 

〔
総
務
課
長
若
山
隆
史
君
登
壇
〕 

○
総
務
課
長
（
若
山
隆
史
君
） 

た
だ
い
ま
上
程
さ
れ
ま
し
た
議
第
七
十
号
平

成
二
十
一
年
度
垂
井
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
五
号
）
の
補
足
説
明
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

ま
ず
、
表
紙
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の
第
一
条
を
ご
ら
ん
い
た
だ
き
ま

す
と
、
た
だ
い
ま
町
長
が
申
し
ま
し
た
と
お
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
千

八
十
九
万
五
千
円
を
追
加
い
た
し
、
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
八
十
四
億

四
千
七
百
五
十
万
三
千
円
と
い
た
す
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

第
二
項
で
は
、
こ
の
歳
入
歳
出
予
算
の
内
容
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
お
め
く

り
を
い
た
だ
き
ま
す
と
一
ペ
ー
ジ
に
歳
入
、
ま
た
次
の
二
ペ
ー
ジ
目
に
歳
出

を
お
示
し
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
い
た
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

そ
れ
で
は
、
こ
の
議
案
書
の
一
番
最
後
の
六
ペ
ー
ジ
を
見
て
い
た
だ
き
ま

す
。
歳
出
か
ら
内
容
説
明
に
入
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

款
二
総
務
費
、
項
一
総
務
管
理
費
、
目
十
諸
費
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
ち
ら

補
正
額
千
八
十
八
万
千
円
を
お
願
い
し
て
、
八
千
五
百
七
十
九
万
四
千
円
と

い
た
す
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
節
二
十
三
償
還
金
、
利
子
及
び
割
引
料
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は
過
年
度
分
の
国
・
県
返
還
金
で
ご
ざ
い
ま
す
。

見
込
み
額
が
一
千
百
三
十
八
万
一
千
円
に
対
し
て
既
決
を
五
十
万
円
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
差
し
引
き
一
千
八
十
八
万
一
千
円
を
お
願
い
す
る
も
の
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
の
内
容
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
福
祉
医
療
費
の
助
成

事
業
の
補
助
金
の
過
年
度
分
確
定
精
算
に
よ
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
福
祉

医
療
費
、
い
ろ
い
ろ
ご
ざ
い
ま
す
。
重
度
心
身
障
害
者
、
あ
る
い
は
乳
幼
児



－９－ 

医
療
、
そ
れ
か
ら
父
子
家
庭
、
母
子
家
庭
等
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た

福
祉
医
療
関
係
の
精
算
確
定
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
た
び
返
還
す
る
手
続
が

十
二
月
四
日
ま
で
に
必
要
だ
と
い
う
通
知
が
参
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
臨

時
会
を
お
願
い
し
て
補
正
を
い
た
す
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

続
き
ま
し
て
款
四
衛
生
費
、
項
一
保
健
衛
生
費
、
目
六
保
健
セ
ン
タ
ー
費

で
ご
ざ
い
ま
す
。
一
千
一
万
四
千
円
を
お
願
い
し
て
、
一
億
八
千
五
百
三
十

五
万
六
千
円
と
い
た
す
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
節
二
十
扶
助
費
で

一
千
一
万
四
千
円
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
費
用
の
助
成
金
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
中
身
は
生
活
保
護
世
帯
、
あ
る

い
は
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
う
ち
で
、
優
先
接
種
者
に
対
し
て
、
国
・
県
の

補
助
金
を
得
ま
し
て
接
種
費
用
の
全
額
を
助
成
す
る
と
い
う
も
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。
優
先
接
種
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
妊
婦
さ
ん
、
あ
る
い
は
基
礎
疾
患

を
有
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
、
一
歳
か
ら
小
学
校
三
年
生
ま
で
の
方
、
一
歳

未
満
の
乳
幼
児
の
保
護
者
と
、
小
学
校
四
年
生
か
ら
六
年
生
な
ど
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
こ
ち
ら
の
方
に
、
一
回
目
で
す
と
三
千
六
百
円
の
ワ
ク
チ
ン
代
で

す
。
二
回
目
も
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
す
と
、
二
回
目
が
二
千
五
百
五
十
円
か

か
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
二
回
接
種
さ
れ
ま
す
と
六
千
百
五
十
円
、
一
回
だ
け

で
す
と
三
千
六
百
円
と
い
う
形
の
全
額
で
す
。
生
活
保
護
世
帯
に
つ
き
ま
し

て
は
、
こ
の
十
月
末
で
算
定
を
い
た
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
五
十
九

人
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
う
ち
三
十
九
人
、
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
員
に
関
し
て
は
三
千
百
二
十
八
人
中
千
八
百
八
十
八
人
が
該
当
す

る
と
い
う
見
込
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
算
定
を
い
た
し
ま
し
て
、
こ

ち
ら
に
関
し
ま
し
て
は
国
の
補
助
金
が
参
り
ま
す
。
総
額
の
二
分
の
一
で
す
。

そ
れ
か
ら
県
の
補
助
金
が
四
分
の
一
で
す
。
町
持
ち
出
し
は
四
分
の
一
と
い

う
こ
と
で
す
。 

 

戻
り
ま
し
て
、
予
算
書
の
五
ペ
ー
ジ
を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
歳
入
を

あ
ら
わ
し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
款
十
三
国
庫
支
出
金
、
項
二
国
庫
補
助

金
、
目
三
衛
生
費
国
庫
補
助
金
で
ご
ざ
い
ま
す
。
補
正
額
は
五
百
万
七
千
円

で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
が
今
申
し
ま
し
た
国
の
補
助
金
分
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

二
分
の
一
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
次
に
、
款
十
四
県
支
出
金
、
項
二
県

補
助
金
、
目
三
衛
生
費
県
補
助
金
で
ご
ざ
い
ま
す
。
二
百
五
十
万
三
千
円
で

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
総
体
の
四
分
の
一
の
補
助
分
で
ご
ざ
い
ま
す
。
差
し

引
き
足
ら
な
い
分
に
関
し
ま
し
て
は
、
款
十
八
繰
越
金
、
項
一
繰
越
金
、
目

一
繰
越
金
の
中
で
節
一
繰
越
金
千
三
百
三
十
八
万
五
千
円
、
こ
ち
ら
を
前
年

度
繰
越
金
で
充
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
歳
入
歳
出
の
均
衡
を
図
っ
た

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

以
上
、
補
足
説
明
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
け
れ
ど
も
、
よ
ろ
し
く

御
審
議
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

○
議
長
（
衣
斐
弘
修
君
） 

こ
れ
よ
り
質
疑
に
入
り
ま
す
。 

 
 

 

〔
挙
手
す
る
者
あ
り
〕 

 

三
番
木
村
千
秋
君
。 

 
 

 

〔
木
村
千
秋
君
登
壇
〕 

○
三
番
（
木
村
千
秋
君
） 

ち
ょ
っ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
御
説
明

が
あ
っ
た
こ
と
に
関
し
て
御
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 

今
回
、
補
正
で
町
の
持
ち
出
し
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
御
説
明
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
一
方
で
ち
ょ
っ
と
聞
き
及
び
ま
し
た
と
こ
ろ
、
大
垣
市
で
は

妊
婦
さ
ん
、
子
供
さ
ん
の
全
額
助
成
と
い
う
の
が
決
定
さ
れ
た
と
聞
き
及
ん

で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
安
八
、
神
戸
、
輪
之
内
町
に
続
き
ま
し
て
一
回
千
五

百
円
と
い
う
ふ
う
で
決
定
さ
れ
、
差
額
の
助
成
と
い
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
た

と
聞
き
及
ん
で
お
り
ま
す
が
、
垂
井
町
で
は
先
ほ
ど
の
御
説
明
で
、
対
象
者
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は
生
活
保
護
世
帯
の
方
で
あ
り
ま
す
と
か
の
対
象
者
だ
け
の
対
応
と
い
う
ふ

う
に
御
説
明
が
あ
っ
た
か
と
今
理
解
し
て
お
る
ん
で
す
が
、
こ
の
補
正
で
上

が
ら
な
か
っ
た
だ
け
で
、
十
二
月
等
で
今
後
そ
う
い
っ
た
全
額
助
成
等
は
考

え
ら
れ
て
お
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
ち
ょ
っ
と
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

○
議
長
（
衣
斐
弘
修
君
） 

健
康
福
祉
課
長
小
川
孝
夫
君
。 

 
 

 

〔
健
康
福
祉
課
長
小
川
孝
夫
君
登
壇
〕 

○
健
康
福
祉
課
長
（
小
川
孝
夫
君
） 

三
番
議
員
の
御
質
問
に
答
え
ま
す
が
、

新
聞
報
道
等
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
周
辺
の
市
町
で
は
助
成
制
度
を
取
り
入

れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
も
踏
ま
え
ま

し
て
、
十
二
月
定
例
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
と
し
ま
し
て
対
象
の
方
に
助

成
を
し
て
い
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
今
の
と
こ
ろ
は
検
討
中
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 

〔
挙
手
す
る
者
あ
り
〕 

○
議
長
（
衣
斐
弘
修
君
） 

三
番
木
村
千
秋
君
。 

 
 

 

〔
木
村
千
秋
君
登
壇
〕 

○
三
番
（
木
村
千
秋
君
） 

御
答
弁
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

今
、
十
二
月
議
会
で
と
い
う
ふ
う
で
私
も
質
問
の
方
で
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
ん
で
す
が
、
接
種
が
も
う
一
部
で
は
始
ま
っ
て
お
る
と
い
う
こ
と
で
、
ち

ょ
っ
と
遅
い
ん
で
は
な
い
か
な
あ
と
い
う
格
好
が
あ
り
ま
す
ん
で
、
打
っ
て

し
ま
っ
た
方
に
対
し
て
の
対
応
と
い
う
こ
と
と
か
も
今
後
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
部
分
の
対
応
を
含
め
て
ど
う
い
っ

た
助
成
の
形
を
と
ら
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
再
度
御
質
問
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

○
議
長
（
衣
斐
弘
修
君
） 

健
康
福
祉
課
長
小
川
孝
夫
君
。 

 
 

 

〔
健
康
福
祉
課
長
小
川
孝
夫
君
登
壇
〕 

○
健
康
福
祉
課
長
（
小
川
孝
夫
君
） 

三
番
議
員
の
再
質
問
に
つ
き
ま
し
て
、

お
答
え
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

十
二
月
検
討
中
と
い
う
こ
と
で
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
当
然
十
二
月
議
会
の
と
き
に
は
、
来
月
の
四
日
か
ら
、
一
歳
か
ら
小
学

校
三
年
生
ま
で
の
方
の
接
種
が
始
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
基
礎
疾
患
を
有
す
る

方
に
つ
き
ま
し
て
も
も
う
接
種
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
具
体
的
な
措

置
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
償
還
払
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
と
思
い

ま
す
の
で
、
償
還
払
い
の
方
法
で
す
と
、
通
常
考
え
ら
れ
ま
す
の
は
領
収
書
、

あ
る
い
は
医
師
の
方
で
各
医
療
機
関
が
接
種
済
み
証
明
書
と
い
う
の
を
発
行

す
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
も
の
で
対
応
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

○
議
長
（
衣
斐
弘
修
君
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

こ
れ
を
も
っ
て
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。 

 

こ
れ
よ
り
討
論
に
入
り
ま
す
。
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

こ
れ
よ
り
採
決
に
入
り
ま
す
。 

 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

議
第
七
十
号
平
成
二
十
一
年
度
垂
井
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
五
号
）

は
、
こ
れ
を
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。 
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た
だ
い
ま
丹
羽
豊
次
君
か
ら
、
垂
井
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

垂
井
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
は
、
緊
急
を
要
す
る
事
件
と
認
め
、
日
程
に
追
加
し
、
直
ち
に

議
題
に
い
た
し
た
い
が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
垂
井
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
緊
急
を
要
す
る
事

件
と
認
め
、
日
程
に
追
加
し
、
直
ち
に
議
題
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。 

 

暫
時
休
憩
い
た
し
ま
す
。
再
開
は
十
時
五
分
と
い
た
し
ま
す
。
（
午
前
九

時
四
十
八
分
） 

―
―
―
―
―
―
―
― 

◇ 

―
―
―
―
―
―
―
― 

○
議
長
（
衣
斐
弘
修
君
） 

再
開
い
た
し
ま
す
。
（
午
前
十
時
六
分
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

追
加
日
程 

議
会
議
案
第
二
号 

垂
井
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

○
議
長
（
衣
斐
弘
修
君
） 

議
会
議
案
第
二
号
垂
井
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 

朗
読
を
省
略
し
、
提
案
者
の
説
明
を
求
め
ま
す
。
十
番
丹
羽
豊
次
君
。 

 
 

 

〔
丹
羽
豊
次
君
登
壇
〕 

○
十
番
（
丹
羽
豊
次
君
） 

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
議
会
議
案
第
二
号

垂
井
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
提
案
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

我
が
国
は
、
現
在
、
百
年
に
一
度
と
言
わ
れ
て
い
る
世
界
的
な
金
融
危
機

の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
お
り
、
景
気
は
後
退
し
、
企
業
収
益
も
落
ち
込
み
、

民
間
に
お
い
て
は
給
与
カ
ッ
ト
や
、
こ
の
冬
の
ボ
ー
ナ
ス
の
減
額
、
雇
用
状

況
に
お
き
ま
し
て
も
完
全
失
業
率
が
高
い
水
準
で
推
移
し
て
い
る
な
ど
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。 

 

先
日
も
、
新
聞
に
よ
り
ま
す
と
失
業
者
は
十
二
カ
月
毎
月
ふ
え
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
、
九
月
に
お
き
ま
し
て
は
失
業
者
が
三
百
六
十
三
万
人
、
ま
た

昨
年
の
暮
れ
よ
り
百
万
人
以
上
の
増
加
と
い
う
形
で
、
ま
だ
こ
の
状
況
は
続

く
と
い
う
よ
う
な
形
で
新
聞
に
も
報
道
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
国
家
公
務
員
の
給
与
に
つ
き
ま
し
て
も
八
月
十
一
日

の
人
事
院
勧
告
の
と
お
り
改
定
を
行
う
こ
と
が
閣
議
決
定
さ
れ
て
お
り
ま
す

し
、
本
町
も
町
長
を
初
め
、
職
員
等
に
つ
き
ま
し
て
も
期
末
手
当
や
俸
給
月

額
等
に
つ
い
て
引
き
下
げ
を
行
う
た
め
の
条
例
の
一
部
改
正
議
案
が
今
臨
時

会
に
提
案
さ
れ
ま
し
て
、
先
ほ
ど
可
決
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

状
況
に
あ
る
た
め
、
本
町
議
会
議
員
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
期
末
手
当
に
つ

い
て
も
人
事
院
勧
告
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
、
支
給
割
合
を
六
月
に
お
き
ま
し

て
は
二
・
一
二
五
カ
月
か
ら
一
・
九
五
カ
月
へ
、
ま
た
十
二
月
期
に
お
き
ま

し
て
は
二
・
三
二
五
カ
月
か
ら
二
・
二
カ
月
へ
引
き
下
げ
る
た
め
、
本
条
例

の
一
部
改
正
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
ま
た
十
二
月
期
支
給
の
基
準
日
で
あ
る

十
二
月
一
日
ま
で
に
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
今
臨
時
会
に
本
議
案
を

提
出
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
手
元
の
議
案
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

御
審
議
の
上
、
良
識
あ
る
議
員
の
皆
様
の
御
賛
同
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
、
提
案
説
明
と
い
た
し
ま
す
。 
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○
議
長
（
衣
斐
弘
修
君
） 

こ
れ
よ
り
質
疑
に
入
り
ま
す
。 

 
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
〔
挙
手
す
る
者
あ
り
〕 

 

六
番
奥
村
耕
作
君
。 

 
 

 

〔
奥
村
耕
作
君
登
壇
〕 

○
六
番
（
奥
村
耕
作
君
） 

た
だ
い
ま
提
案
さ
れ
ま
し
た
議
案
に
つ
き
ま
し
て

は
、
九
月
の
議
会
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、
議
員
の
期
末
手
当
に
つ
い
て
は

現
状
の
ま
ま
と
い
う
ふ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
一
人
ず
つ
の
意
見
を

聞
き
ま
し
て
、
最
終
的
に
は
採
決
も
踏
ま
え
て
の
決
定
で
あ
り
ま
し
た
。
今

回
の
提
案
は
、
そ
の
議
会
全
員
協
議
会
の
議
決
に
反
す
る
も
の
を
出
さ
れ
た

の
で
あ
り
ま
す
が
、
提
案
者
に
お
聞
き
し
ま
す
。
議
会
全
員
協
議
会
の
決
議
、

い
わ
ゆ
る
民
主
主
義
の
原
点
で
あ
る
多
数
決
の
原
理
に
つ
い
て
は
、
ど
う
い

う
ふ
う
に
思
っ
て
お
ら
れ
る
か
。 

 

そ
れ
か
ら
、
議
長
に
も
お
聞
き
し
た
い
ん
で
す
が
、
こ
れ
は
で
き
な
け
れ

ば
い
い
で
す
が
、
議
会
全
員
協
議
会
の
座
長
で
も
あ
る
議
長
は
、
こ
の
提
案

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
。
い
わ
ゆ
る
議
会
全
員
協
議
会
の
結
論

に
反
す
る
提
案
を
さ
れ
た
と
。
こ
れ
に
つ
い
て
議
長
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
思

っ
て
お
ら
れ
る
か
お
聞
き
し
ま
す
。 

○
議
長
（
衣
斐
弘
修
君
） 

十
番
丹
羽
豊
次
君
。 

 
 

 

〔
丹
羽
豊
次
君
登
壇
〕 

○
十
番
（
丹
羽
豊
次
君
） 

六
番
議
員
に
お
答
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

九
月
の
議
会
の
全
協
で
そ
ん
な
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
三
カ
月

ほ
ど
進
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
う
い
う
中
で
、
先
ほ
ど
も
申
し
ま
し
た
よ
う
に

県
下
の
状
況
、
ま
た
県
職
員
も
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
給
料
の
減
額
、
ま

た
日
航
等
に
つ
き
ま
し
て
は
ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト
と
い
う
よ
う
な
形
で
大
き
く

報
道
さ
れ
て
い
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
経
済
情
勢
が
刻
々
と
変
わ
っ
て
お

る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、
我
々
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
や
は

り
ほ
か
の
公
務
員
と
同
じ
よ
う
な
形
で
人
事
院
勧
告
を
守
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
し
て
、
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
以
上
で
す
。 

○
議
長
（
衣
斐
弘
修
君
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 

〔
挙
手
す
る
者
あ
り
〕 

 

奥
村
耕
作
君
。 

 
 

 

〔
奥
村
耕
作
君
登
壇
〕 

○
六
番
（
奥
村
耕
作
君
） 

私
が
聞
き
ま
し
た
の
は
、
議
会
全
員
協
議
会
の
決

議
に
対
し
て
、
な
ぜ
違
う
こ
と
を
出
さ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
わ

け
で
す
。 

 

議
長
、
そ
の
辺
を
き
ち
ん
と
答
え
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

○
議
長
（
衣
斐
弘
修
君
） 

十
番
丹
羽
豊
次
君
。 

 
 

 

〔
丹
羽
豊
次
君
登
壇
〕 

○
十
番
（
丹
羽
豊
次
君
） 

再
度
の
御
質
問
に
お
答
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
先
ほ
ど
も
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
経
済
状
況
が
刻
々
と
変
わ
っ
て
き
て

お
る
。
各
付
近
の
町
村
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ
の
人
事
院
勧
告
を
守
ら
れ
て

き
て
お
る
と
い
う
よ
う
な
状
況
下
の
中
で
、
垂
井
町
だ
け
が
の
ほ
ほ
ん
と
し

て
い
る
よ
う
な
状
況
で
は
い
け
な
い
と
、
こ
の
よ
う
に
思
っ
て
今
回
提
案
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

○
議
長
（
衣
斐
弘
修
君
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 
こ
れ
を
も
っ
て
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。 

 

こ
れ
よ
り
討
論
に
入
り
ま
す
。
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 



－１３－ 

 

討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 
こ
れ
よ
り
採
決
に
入
り
ま
す
。 

 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

議
会
議
案
第
二
号
垂
井
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と

に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。 

 

以
上
で
本
日
の
議
事
日
程
は
す
べ
て
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
よ
っ
て
、
本

日
の
会
議
を
閉
じ
、
こ
れ
を
も
っ
て
平
成
二
十
一
年
第
八
回
垂
井
町
議
会
臨

時
会
を
閉
会
い
た
し
ま
す
。
（
午
前
十
時
十
五
分
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

            

 

右
会
議
の
次
第
を
記
載
し
、
そ
の
真
正
な
る
こ
と
を
証
す
る
た
め
、
こ
こ

に
署
名
す
る
。 

 

平
成 

 
 

年 
 

月 
 

日 

 

議 
 

長 
 

 

衣 
 

斐 
 

弘 
 

修 

  

議 
 

員 
 

 

藤 
 

墳 
 

 
 

 

理 

  

議 
 

員 
 

 

吉 
 

野 
 

 
 

 

誠 

 


